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 標準委員会 遮蔽材料標準作業会では遮蔽設計に用いるためのコンクリート材料組成の標準化を検討している。

本稿ではこれまでのコンクリート組成検討の進捗状況と、元素組成変動の線量率影響検討及び標準化の計画につい

て報告する。 
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１．はじめに 

 遮蔽材料組成の標準化作業については、2014年に活動を開始して以来、コンクリート組成の調査及び遮蔽設計用

組成標準化検討と、組成変動が遮蔽透過後の線量率に与える影響を検討してきた。本稿ではこれまでの経緯を整理

し、これまでの検討に立脚した標準化ロードマップを説明するとともに、元素組成変動の線量率影響検討及び標準

化の今後の具体的計画について示す。 

２．遮蔽計算用コンクリート組成検討状況 

 コンクリート組成の標準化作業においては、コンクリートの専門知識が要求されることから日本建築学会所属委

員にコンクリート製造の実情を踏まえた標準組成の検討を依頼し、検討結果を遮蔽計算用コンクリート標準組成の

重要な基礎とすることとした。コンクリートは地産地消の材料で、地域により粗骨材等のコンクリート原料も異な

ることから、原料による差異に依存しない共通の遮蔽計算用コンクリート標準組成が科学的かつ実用的な観点から

検討された。検討結果を基に、従来から施設の設計で利用されてきた遮蔽計算用コンクリート組成との比較検討を

実施すべく、原子炉線源及び発生中性子のエネルギーが20MeV以下の加速器線源に対して線量率影響の検討を開始

した。 

３．元素組成案の線量率影響検討状況 

 既実施済み影響評価に加え、コンクリート製造の実情を踏まえた標準組成の検討で示された、主要な元素の組成

変動に対する線量率影響評価を実施中である。この検討により、減衰率に影響が有意な元素と、遮蔽計算用コンク

リート標準組成案と、現実に存在する組成との遮蔽性能の変動幅を明確にし、標準の附属書(参考)に、標準組成を

施設基本設計時に使用する際の留意事項の一つとして示す方針である。 

４．標準作成の今後の計画 

 標準策定までのロードマップを以下に示す。今後、論文執筆や国際会議など多くの場で発表すると共に、そこで

得られた意見等も取り入れ、より実用的な標準化策定作業を進めていく計画である。 
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